　令和４年１月１日

令和４年度年頭所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸東部青果卸売協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　後藤雅弘
新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んで新春のお慶びを申し上げますと共に、平素のご厚情に対し心から厚くお礼申し上げます。

皆様がご存知のとおり、わが国の経済は、一部に雇用環境の改善・企業収益の持ち直し等に回復傾向がみられるものの、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が発令され企業活動や個人消費が停滞し、飲食業やホテル・旅館業をはじめとする生活衛生関係業界の多くが依然として厳しい状況が続いております。
２０２１年を振り返ると世界全体は未曾有のコロナ禍蔓延により経済活動は減速を余儀なくされました。いまだに新型コロナウイルス感染症の終息は見えず、アジアにおいては部品供給不足や半導体不足も伴いサプライチェーンの混乱を引き起こし日本の工場を操業停止させるなど世界のコロナ禍は日本経済の回復を阻害しております。
さて我々の生鮮青果物流通事業領域の多くを占める食料品小売業界におきましても新型コロナウイルス感染症によってもたらされた変化がありました。生活様式においては「フィジカルディスタンスの確保・マスクの着用・手洗いや、アルコール消毒の徹底」が求められるとともに、生活習慣においては「外食から内食へ・テレワーク・時差出勤・オンライン会議」があり「働き方改革」が一気に加速しました。長く続いた緊急事態宣言・まん延防止等重点措置も解除となり、景気の回復が期待されますが、今後、不透明な先行きが続けば、景気後退の影響を多分に受けることは避けられないと考えられます。
当市場におきましては、改正卸売市場法が施行されるのに伴い、神戸市改正条例及び規則も施行されました。また改正食品衛生法においては青果仲卸業は「ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理」により衛生管理を行うこととなってから一年が経過いたしました。

当組合と致しましては、引き続きウイズコロナの環境のもとで、第６波に備え３密を回避しながらＷＥＢ会議等を導入し関係諸団体との情報を共有してまいります。また組合員が地域住民のライフラインとしての使命を果たすべく組合の機能を発揮しながら、お客様・従業員の安心・安全に繋がる様々な対策を講じ役割と機能を重視して邁進していく所存です。今後も組合員・関係者の皆様方の安全・安心であり続けたいと思うと共に、皆様方の益々のご健勝とご繁栄を祈念し新年の挨拶とさせていただきます。
